
(57)【要約】

【課題】　簡素、堅牢、かつ信頼性のある縫合アンカを

提供することである。

【解決手段】　係着縫合アンカは、挿入具の操作によっ

て固定され、縫合アンカは、長手軸線、遠位端部、近位

端部、縫合糸を受ける少なくとも1つのアイレット孔、

および縫合アンカを骨に挿入する間に縫合糸を案内する

位置を与える少なくとも1つの縫合溝を有する軸と、前

記軸から半径方向に延在する少なくとも1つのロックウ

イングであって、縫合アンカの長手軸線を含む第1の面

の一方側に設けられるものとを含む。

【選択図】　図１

JP 2004-358253 A 2004.12.24



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 1本 の 縫 合 糸 を 骨 に 固 定 す る た め の 、 挿 入 具 の 操 作 に よ っ て 固 定 さ れ る 係 着
縫 合 ア ン カ で あ っ て 、
　 長 手 軸 線 、 遠 位 端 部 、 近 位 端 部 、 前 記 縫 合 糸 を 受 け る 少 な く と も 1つ の ア イ レ ッ ト 孔 、
お よ び 前 記 縫 合 ア ン カ を 骨 に 挿 入 す る 間 に 前 記 縫 合 糸 を 案 内 す る 位 置 を 与 え る 少 な く と も
1つ の 縫 合 溝 を 有 す る 軸 と 、
　 前 記 軸 か ら 半 径 方 向 に 延 在 す る 少 な く と も 1つ の ロ ッ ク ウ イ ン グ で あ っ て 、 前 記 縫 合 ア
ン カ の 前 記 長 手 軸 線 を 含 む 第 1の 面 の 一 方 側 に 設 け ら れ る ロ ッ ク ウ イ ン グ と 、 を 備 え る こ
と を 特 徴 と す る 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 軸 の 前 記 遠 位 端 部 に 前 記 挿 入 具 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 面 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た
係 合 面 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 遠 位 端 部 を 円 錐 形 状 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 2に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 軸 の 前 記 近 位 端 部 が 前 記 縫 合 ア ン カ の 前 記 長 手 軸 線 に 関 し て 前 記 遠 位 端 部 寄 り に 鋭
角 と さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 少 な く と も 1つ の ロ ッ ク ウ イ ン グ に 前 記 軸 か ら 半 径 方 向 に 延 在 す る 単 一 の ロ ッ ク ウ
イ ン グ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 軸 の 前 記 遠 位 端 部 に 前 記 挿 入 具 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 面 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た
係 合 面 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 5に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 遠 位 端 部 を 円 錐 形 状 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 6に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 軸 の 前 記 近 位 端 部 が 前 記 縫 合 ア ン カ の 前 記 長 手 軸 線 に 関 し て 前 記 遠 位 端 部 寄 り に 鋭
角 と さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 7に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 少 な く と も 1つ の ア イ レ ッ ト 孔 が 前 記 縫 合 ア ン カ の 前 記 長 手 軸 線 か ら 外 れ て 配 置 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 縫 合 ア ン カ の 前 記 軸 が 前 記 縫 合 ア ン カ を 前 記 挿 入 具 に 連 結 時 に 安 定 さ せ る た め の 少
な く と も 1つ の 安 定 化 リ ブ を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 縫 合 ア ン カ に 非 毒 性 か つ 生 体 適 合 性 高 分 子 、 ポ リ マ ー ア ロ イ 、 繊 維 強 化 高 分 子 複 合
材 料 、 金 属 、 セ ラ ミ ッ ク 、 共 重 合 体 、 高 分 子 混 合 物 、 お よ び 生 体 吸 収 性 材 料 の 少 な く と も
1つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 生 体 吸 収 性 材 料 に 自 己 補 強 生 体 吸 収 性 共 重 合 体 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 11に
記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 少 な く と も 1本 の 縫 合 糸 を 骨 に 固 定 す る た め の 、 挿 入 具 の 操 作 に よ っ て 固 定 さ れ る 係 着
縫 合 ア ン カ で あ っ て 、
　 長 手 軸 線 、 遠 位 端 部 、 近 位 端 部 、 前 記 縫 合 糸 を 受 け る 少 な く と も 1つ の ア イ レ ッ ト 孔 、
お よ び 前 記 縫 合 ア ン カ を 骨 に 挿 入 す る 間 に 前 記 縫 合 糸 を 案 内 す る 位 置 を 与 え る 少 な く と も
1つ の 縫 合 溝 を 有 す る 軸 を 備 え 、
　 前 記 軸 の 前 記 近 位 端 部 が 前 記 縫 合 ア ン カ の 前 記 長 手 軸 線 に 関 し て 前 記 遠 位 端 部 寄 り に 鋭
角 と さ れ る こ と を 特 徴 と す る 縫 合 ア ン カ 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 軸 の 前 記 遠 位 端 部 に 前 記 挿 入 具 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 面 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た
係 合 面 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 13に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 遠 位 端 部 を 円 錐 形 状 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 14に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 縫 合 ア ン カ の 前 記 軸 が 前 記 縫 合 ア ン カ を 前 記 挿 入 具 に 連 結 時 に 安 定 さ せ る た め の 少
な く と も 1つ の 安 定 化 リ ブ を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 13に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 縫 合 ア ン カ に 非 毒 性 か つ 生 体 適 合 性 高 分 子 、 ポ リ マ ー ア ロ イ 、 繊 維 強 化 高 分 子 複 合
材 料 、 金 属 、 セ ラ ミ ッ ク 、 共 重 合 体 、 高 分 子 混 合 物 、 お よ び 生 体 吸 収 性 材 料 の 少 な く と も
1つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 13に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 生 体 吸 収 性 材 料 に 自 己 補 強 生 体 吸 収 性 共 重 合 体 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 17に
記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 少 な く と も 1本 の 縫 合 糸 を 骨 に 固 定 す る た め の 、 挿 入 具 の 操 作 に よ っ て 固 定 さ れ る 係 着
縫 合 ア ン カ で あ っ て 、
　 長 手 軸 線 、 遠 位 端 部 、 近 位 端 部 、 前 記 縫 合 糸 を 受 け る 少 な く と も 1つ の ア イ レ ッ ト 孔 、
お よ び 前 記 挿 入 具 の 円 筒 状 末 端 の 内 面 に 接 触 し て 前 記 縫 合 ア ン カ を 前 記 挿 入 具 に 連 結 時 に
安 定 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 少 な く と も 1つ の 安 定 化 リ ブ を 有 す る 軸 と 、
　 前 記 軸 か ら 半 径 方 向 に 延 在 す る 少 な く と も 1つ の ロ ッ ク ウ イ ン グ で あ っ て 、 前 記 縫 合 ア
ン カ の 前 記 長 手 軸 線 を 含 む 第 1の 面 の 一 方 側 に 設 け ら れ る ロ ッ ク ウ イ ン グ と 、 を 備 え る こ
と を 特 徴 と す る 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 軸 の 前 記 遠 位 端 部 に 前 記 挿 入 具 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 面 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た
係 合 面 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 19に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 遠 位 端 部 を 円 錐 形 状 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 20に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 軸 の 前 記 近 位 端 部 が 前 記 縫 合 ア ン カ の 前 記 長 手 軸 線 に 関 し て 前 記 遠 位 端 部 寄 り に 鋭
角 と さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 19に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 少 な く と も 1つ の ロ ッ ク ウ イ ン グ に 前 記 軸 か ら 半 径 方 向 に 延 在 す る 単 一 の ロ ッ ク ウ
イ ン グ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 19に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 少 な く と も 1本 の 縫 合 糸 を 骨 に 固 定 す る た め の 、 挿 入 具 の 操 作 に よ っ て 固 定 さ れ る 係 着
縫 合 ア ン カ で あ っ て 、
　 長 手 軸 線 、 円 錐 形 状 の 遠 位 端 部 、 前 記 縫 合 ア ン カ の 前 記 長 手 軸 線 に 関 し て 前 記 遠 位 端 部
寄 り に 鋭 角 と さ れ る 近 位 端 部 、 前 記 縫 合 ア ン カ の 長 手 軸 線 か ら 外 れ て 配 置 さ れ た 、 前 記 縫
合 糸 を 受 け る 少 な く と も 1つ の ア イ レ ッ ト 孔 、 前 記 縫 合 ア ン カ を 骨 に 挿 入 す る 間 に 前 記 縫
合 糸 を 案 内 す る 位 置 を 与 え る 少 な く と も 1つ の 縫 合 溝 、 前 記 挿 入 具 の 円 筒 状 末 端 の 内 面 に
接 触 し て 前 記 縫 合 ア ン カ を 前 記 挿 入 具 に 連 結 時 に 安 定 さ せ る よ う に 構 成 さ れ た 少 な く と も
1つ の 安 定 化 リ ブ を 有 す る 軸 と 、
　 前 記 軸 か ら 半 径 方 向 に 延 在 す る 1つ の ロ ッ ク ウ イ ン グ で あ っ て 、 前 記 縫 合 ア ン カ の 前 記
長 手 軸 線 を 含 む 第 1の 面 の 一 方 側 に 設 け ら れ る ロ ッ ク ウ イ ン グ と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と
す る 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 少 な く と も 1本 の 縫 合 糸 を 骨 に 固 定 す る た め の 、 挿 入 具 の 操 作 に よ っ て 固 定 さ れ る 係 着
縫 合 ア ン カ で あ っ て 、
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　 長 手 軸 線 、 遠 位 端 部 、 近 位 端 部 、 前 記 縫 合 糸 を 受 け る 少 な く と も 1つ の ア イ レ ッ ト 孔 を
有 す る 軸 を 備 え 、
　 前 記 係 着 縫 合 ア ン カ に 前 記 係 着 ア ン カ の 長 手 軸 線 に 平 行 な 方 向 に 延 在 す る 複 数 の 自 己 補
強 モ レ キ ュ ラ フ ァ イ バ チ ェ ー ン を 有 す る 自 己 補 強 生 体 吸 収 性 共 重 合 体 を 含 み 、 そ れ に よ っ
て 、 前 記 係 着 縫 合 ア ン カ が 最 終 ロ ッ ク 位 置 に 係 着 さ れ た 後 に 前 記 縫 合 糸 に よ っ て 前 記 ア イ
レ ッ ト 孔 に 前 記 自 己 補 強 モ レ キ ュ ラ フ ァ イ バ チ ェ ー ン の 延 長 方 向 に 垂 直 な 方 向 に 引 張 り 力
が 生 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 軸 か ら 半 径 方 向 に 延 在 す る 少 な く と も 1つ の ロ ッ ク ウ イ ン グ で あ っ て 、 前 記 縫 合 ア
ン カ の 前 記 長 手 軸 線 を 含 む 第 1の 面 の 一 方 側 に 設 け ら れ る ロ ッ ク ウ イ ン グ を さ ら に 備 え る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 25に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 軸 の 前 記 遠 位 端 部 に 前 記 挿 入 具 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 面 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た
係 合 面 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 26に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 遠 位 端 部 を 円 錐 形 状 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 27に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 軸 の 前 記 近 位 端 部 が 前 記 縫 合 ア ン カ の 前 記 長 手 軸 線 に 関 し て 前 記 遠 位 端 部 寄 り に 鋭
角 と さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 26に 記 載 の 縫 合 ア ン カ 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 少 な く と も 1本 の 縫 合 糸 を 骨 に 固 定 す る た め の 固 定 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 挿 入 具 と 、
　 前 記 挿 入 具 と 連 結 す る よ う に 構 成 さ れ た 係 着 縫 合 ア ン カ で あ っ て 、 前 記 縫 合 ア ン カ に 長
手 軸 線 、 遠 位 端 部 、 近 位 端 部 、 前 記 縫 合 糸 を 受 け る 少 な く と も 1つ の ア イ レ ッ ト 孔 、 お よ
び 前 記 縫 合 ア ン カ を 骨 に 挿 入 す る 間 に 前 記 縫 合 糸 を 案 内 す る 位 置 を 与 え る 少 な く と も 1つ
の 縫 合 溝 を 有 す る 軸 、 お よ び 前 記 軸 か ら 半 径 方 向 に 延 在 す る 少 な く と も 1つ の ロ ッ ク ウ イ
ン グ で あ っ て 、 前 記 縫 合 ア ン カ の 前 記 長 手 軸 線 を 含 む 第 1の 面 の 一 方 側 に 設 け ら れ る ロ ッ
ク ウ イ ン グ を 含 む 縫 合 ア ン カ と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 固 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 少 な く と も 1つ の ロ ッ ク ウ イ ン グ に 前 記 軸 か ら 半 径 方 向 に 延 在 す る 単 一 の ロ ッ ク ウ
イ ン グ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 30に 記 載 の 固 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 軸 の 前 記 遠 位 端 部 に 前 記 挿 入 具 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 面 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た
係 合 面 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 31に 記 載 の 固 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 遠 位 端 部 を 円 錐 形 状 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 32に 記 載 の 固 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 縫 合 ア ン カ を 骨 内 に 挿 入 し て 少 な く と も 1本 の 縫 合 糸 を 前 記 骨 に 固 定 す る た め の 挿 入 具
で あ っ て 、 前 記 縫 合 ア ン カ に 少 な く と も 1つ の 半 径 方 向 に 延 在 す る ウ イ ン グ を 含 み 、 前 記
挿 入 具 が 、
　 前 記 縫 合 ア ン カ の 係 合 面 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た イ ン タ ー フ ェ ー ス 面 を 有 す る 円 筒
状 の 遠 位 受 容 端 と 、
　 前 記 円 筒 状 の 遠 位 受 容 端 に 連 結 さ れ た 把 持 部 と 、
　 前 記 縫 合 ア ン カ の 前 記 半 径 方 向 に 延 在 す る ウ イ ン グ を 緩 や か に 受 け る た め に 適 切 な 寸 法
と さ れ る 遠 位 部 分 を 含 み 、 か つ 角 度 を 違 え た 、 前 記 縫 合 糸 を 受 け る よ う に 構 成 さ れ た 近 位
部 分 を さ ら に 含 む S字 形 ス ロ ッ ト で あ っ て 、 S字 形 ス ロ ッ ト の 前 記 近 位 部 分 が 縫 合 ガ イ ド ハ
ブ を 形 成 す る S字 形 ス ロ ッ ト と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 挿 入 具 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 挿 入 具 を 使 用 し て 縫 合 ア ン カ を 骨 内 に 挿 入 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 縫 合 ア ン カ が 長 手 軸
線 、 遠 位 端 部 、 近 位 端 部 、 少 な く と も 1本 の 縫 合 糸 を 受 け る 少 な く と も 1つ の ア イ レ ッ ト 孔
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を 有 す る 軸 、 お よ び 前 記 軸 か ら 半 径 方 向 に 延 在 す る 少 な く と も 1つ の ロ ッ ク ウ イ ン グ で あ
っ て 、 前 記 縫 合 ア ン カ の 前 記 長 手 軸 線 を 含 む 第 1の 面 の 一 方 側 に 設 け ら れ る ロ ッ ク ウ イ ン
グ を 含 み 、 前 記 方 法 が 、
　 前 記 縫 合 ア ン カ を 前 記 挿 入 具 に 連 結 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 縫 合 ア ン カ を 前 記 骨 の 部 位 に 前 記 挿 入 具 を 使 用 し て 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 挿 入 具 に 回 転 力 を 加 え て 前 記 縫 合 ア ン カ を 前 記 骨 内 で 回 転 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 挿 入 具 を 前 記 骨 か ら 取 り 除 く ス テ ッ プ と 、
　 前 記 縫 合 ア ン カ を 最 終 ロ ッ ク 位 置 に 係 着 す る ス テ ッ プ と 、 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る
方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 骨 に 皮 質 層 を 含 み 、 前 記 最 終 ロ ッ ク 位 置 を 前 記 骨 の 前 記 皮 質 層 に ほ ぼ 垂 直 と す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 35に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 係 着 ス テ ッ プ が 前 記 縫 合 糸 を 強 く 引 く こ と に よ り 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
36に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 軸 の 前 記 遠 位 端 部 に 前 記 挿 入 具 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 面 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た
係 合 面 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 36に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 遠 位 端 部 を 円 錐 形 状 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 38に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 軸 の 前 記 近 位 端 部 が 前 記 縫 合 ア ン カ の 前 記 長 手 軸 線 に 関 し て 前 記 遠 位 端 部 寄 り に 鋭
角 と さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 36に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 少 な く と も 1つ の ロ ッ ク ウ イ ン グ に 前 記 軸 か ら 半 径 方 向 に 延 在 す る 単 独 の ロ ッ ク ウ
イ ン グ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 36に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 縫 合 ア ン カ に 非 毒 性 か つ 生 体 適 合 性 高 分 子 、 ポ リ マ ー ア ロ イ 、 繊 維 強 化 高 分 子 複 合
材 料 、 金 属 、 セ ラ ミ ッ ク 、 共 重 合 体 、 高 分 子 混 合 物 、 お よ び 生 体 吸 収 性 材 料 の 少 な く と も
1つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 36に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 生 体 吸 収 性 材 料 に 自 己 補 強 生 体 吸 収 性 共 重 合 体 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 42に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 自 己 補 強 生 体 吸 収 性 共 重 合 体 に 前 記 係 着 ア ン カ の 長 手 軸 線 に 平 行 な 方 向 に 延 在 す る
複 数 の 自 己 補 強 モ レ キ ュ ラ フ ァ イ バ チ ェ ー ン を 含 み 、 そ れ に よ っ て 、 前 記 係 着 縫 合 ア ン カ
が 最 終 ロ ッ ク 位 置 に 係 着 さ れ た 後 に 前 記 縫 合 糸 に よ っ て 前 記 ア イ レ ッ ト 孔 に 前 記 自 己 補 強
モ レ キ ュ ラ フ ァ イ バ チ ェ ー ン の 延 長 方 向 に 垂 直 な 方 向 に 引 張 り 力 が 生 成 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 43に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 挿 入 具 を 使 用 し て 複 数 の 縫 合 ア ン カ を 骨 内 に 挿 入 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 縫 合 ア ン カ が
、 長 手 軸 線 、 遠 位 端 部 、 近 位 端 部 、 少 な く と も 1本 の 縫 合 糸 を 受 け る 少 な く と も 1つ の ア イ
レ ッ ト 孔 を 有 す る 軸 、 お よ び 前 記 軸 か ら 半 径 方 向 に 延 在 す る 少 な く と も 1つ の ロ ッ ク ウ イ
ン グ で あ っ て 、 前 記 縫 合 ア ン カ の 前 記 長 手 軸 線 を 含 む 第 1の 面 の 一 方 側 に 設 け ら れ る ロ ッ
ク ウ イ ン グ を 含 み 、 前 記 挿 入 具 が 、 前 記 縫 合 ア ン カ の 係 合 面 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た
イ ン タ ー フ ェ ー ス 面 を 有 す る 円 筒 状 の 遠 位 受 容 端 と 、 前 記 円 筒 状 の 遠 位 受 容 端 に 連 結 さ れ
た 把 持 部 と 、 前 記 縫 合 ア ン カ の 前 記 半 径 方 向 に 延 在 す る ウ イ ン グ を 緩 や か に 受 け る た め に
適 切 な 寸 法 と さ れ る 遠 位 部 分 を 含 む 、 ま た 角 度 を 違 え た 、 前 記 縫 合 糸 を 受 け る よ う に 構 成
さ れ た 近 位 部 分 を さ ら に 含 む S字 形 ス ロ ッ ト で あ っ て 、 S字 形 ス ロ ッ ト の 前 記 近 位 部 分 が 縫
合 ガ イ ド ハ ブ を 形 成 す る S字 形 ス ロ ッ ト と を 含 み 、 前 記 方 法 が 、
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　 (a)前 記 縫 合 ア ン カ の 1つ を 前 記 挿 入 具 に 連 結 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 縫 合 ア ン カ を 前 記 骨 の 部 位 に 前 記 挿 入 具 を 使 用 し て 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、
　 (b)前 記 挿 入 具 に 回 転 力 を 加 え て 前 記 縫 合 ア ン カ を 前 記 骨 内 で 回 転 さ せ 、 前 記 挿 入 具 の
前 記 回 転 に よ っ て 前 記 縫 合 糸 を 前 記 S字 形 ス ロ ッ ト の 前 記 近 位 部 分 に 整 列 さ せ 、 そ れ に よ
っ て 前 記 縫 合 糸 に 干 渉 す る こ と な く 前 記 挿 入 具 を 前 記 骨 か ら 取 り 除 く こ と を 可 能 と す る ス
テ ッ プ と 、
　 (c)前 記 挿 入 具 を 前 記 骨 か ら 取 り 除 く ス テ ッ プ と 、
　 (d)前 記 縫 合 ア ン カ を 最 終 ロ ッ ク 位 置 に 係 着 す る ス テ ッ プ と 、
　 (e)前 記 縫 合 ア ン カ の 残 余 の も の に つ い て ス テ ッ プ (a)か ら (d)を 反 復 す る ス テ ッ プ と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 骨 に 皮 質 層 を 含 み 、 前 記 最 終 ロ ッ ク 位 置 を 前 記 骨 の 前 記 皮 質 層 に ほ ぼ 垂 直 と す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 45に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 前 記 係 着 ス テ ッ プ が 前 記 縫 合 糸 を 強 く 引 く こ と に よ り 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
45に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 縫 合 ア ン カ に 非 毒 性 か つ 生 体 適 合 性 高 分 子 、 ポ リ マ ー ア ロ イ 、 繊 維 強 化 高 分 子 複 合
材 料 、 金 属 、 セ ラ ミ ッ ク 、 共 重 合 体 、 高 分 子 混 合 物 、 お よ び 生 体 吸 収 性 材 料 の 少 な く と も
1つ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 45に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 生 体 吸 収 性 材 料 に 自 己 補 強 生 体 吸 収 性 共 重 合 体 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 48に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 自 己 補 強 生 体 吸 収 性 共 重 合 体 に 前 記 係 着 ア ン カ の 長 手 軸 線 に 平 行 な 方 向 に 延 在 す る
複 数 の 自 己 補 強 モ レ キ ュ ラ フ ァ イ バ チ ェ ー ン を 含 み 、 そ れ に よ っ て 、 前 記 係 着 縫 合 ア ン カ
が 最 終 ロ ッ ク 位 置 に 係 着 さ れ た 後 に 前 記 縫 合 糸 に よ っ て 前 記 ア イ レ ッ ト 孔 に 前 記 自 己 補 強
モ レ キ ュ ラ フ ァ イ バ チ ェ ー ン の 延 長 方 向 に 垂 直 な 方 向 に 引 張 り 力 が 生 成 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 49に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 柔 組 織 を 骨 に 付 着 さ せ る た め の 外 科 用 イ ン プ ラ ン ト 、 縫 合 ア ン カ を 骨 に 固 定
す る た め の 挿 入 具 、 お よ び 縫 合 ア ン カ を 骨 に 固 定 す る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 靱 帯 組 織 を 骨 組 織 に 付 着 さ せ る 等 、 柔 組 織 を 骨 に 付 着 さ せ る こ と が し ば し ば 必 要
で あ る 。 例 え ば 、 人 の 回 旋 腱 板 等 の 骨 組 織 の 健 全 性 が 失 わ れ 、 ま た 肩 の 脱 臼 が た び 重 な れ
ば 、 肩 の 運 動 に 異 常 を 来 す 可 能 性 が あ る 。 そ れ が 肩 の 弱 さ を 進 行 さ せ 、 ま た 場 合 に よ っ て
は 重 度 の 肩 の 機 能 不 全 お よ び 進 行 性 退 行 性 関 節 変 化 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が あ る 。 し た が っ
て 、 回 旋 腱 板 等 を 治 療 し 、 機 能 衰 弱 を 防 止 し 、 よ り 強 い 生 理 的 生 体 力 を 回 復 す る 処 置 方 法
が 開 発 さ れ て い る 。 し か し 、 従 来 の 方 法 は 侵 襲 性 の 外 科 的 処 置 を 要 す る 場 合 が あ り 、 そ の
た め に さ ら に 面 倒 な こ と に な り 、 罹 患 率 を 高 め る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ に 応 じ 、 侵 襲 性 を 極 力 少 な く し て 組 織 を 骨 に 付 着 さ せ る 技 術 が 開 発 さ れ て お り 、 そ
の よ う な 技 術 が Gartsman, G.M.他 、 「 Arthroscopic Repair of Full Thickness Tears of
 the Rotator Cuff」 、 J Bone Joint Surg Am 1998;80:832-840頁 に 紹 介 さ れ て い る 。 そ
れ ら の 技 術 に は 、 縫 合 ア ン カ を 使 用 し て 柔 組 織 と 骨 の 間 の 近 接 を 維 持 し 、 そ れ に よ っ て 柔
組 織 の 骨 へ の 付 着 を し 易 く す る こ と を 記 載 し た も の が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 初 期 の 縫 合 ア ン カ は 、 骨 内 に ね じ 込 ま れ る よ う に 動 作 す る も の が 多 か っ た 。 し か し 、 そ
の よ う な ア ン カ を 適 切 に 固 定 す る に は 、 骨 を 先 ず 別 途 に 穿 孔 (即 ち 、 事 前 穿 孔 )し て お か な
け れ ば な ら な か っ た 。 こ の 初 期 穿 孔 を な く す た め の 努 力 に お い て 、 プ ッ シ ュ イ ン タ イ プ の
ア ン カ が 開 発 さ れ た 。 プ ッ シ ュ イ ン タ イ プ ア ン カ の 有 効 性 は 、 あ ら ゆ る 骨 の タ イ プ に 設 置
で き る 信 頼 性 、 ア ン カ の サ イ ズ 、 お よ び ア ン カ を 骨 内 に 挿 入 し て い る 間 に 縫 合 糸 を 保 護 す
る 挿 入 具 の 有 効 性 に よ っ て 測 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 プ ッ シ ュ イ ン タ イ プ 縫 合 ア ン カ に 関 し て は 、 挿 入 具 、 縫 合 イ ン プ ラ ン ト 、 お よ び 挿 入 方
法 は 、 イ ン プ ラ ン ト を 一 貫 し て 確 実 に 様 々 な 骨 の タ イ プ に 設 置 す る よ う に 働 く べ き で あ る
。 そ の た め 、 イ ン プ ラ ン ト は 極 力 小 さ く 設 計 し て 人 体 中 の 異 物 の 量 を 制 限 し 、 ア ン カ を 骨
内 に 一 貫 し て 設 置 す る よ う に 構 成 す る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Harwin他 の 米 国 特 許 第 5,618,314号 は 、 そ の 近 位 端 上 の 遠 位 に 複 数 の ウ イ ン グ メ ン バ を
固 定 し た ア ン カ に 関 す る 。 そ の 特 徴 と し て 、 ウ イ ン グ メ ン バ を ア ン カ の 長 手 軸 線 中 心 に 対
称 と し 、 真 直 に 骨 内 に 挿 入 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 骨 内 に 挿 入 後 、 ウ イ ン グ メ ン バ が 外 向
き に 拡 大 す る こ と に よ っ て ア ン カ が 骨 に 固 定 さ れ る 。 し か し 、 こ の よ う な 設 計 で は 軟 骨 内
で 十 分 に 固 定 し 得 な い と 思 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 Dipoto他 の 米 国 特 許 第 5,690,676号 は 、 ア ン カ の 長 手 軸 線 中 心 に 対 称 に 配 置 さ れ た 1つ ま
た は 複 数 の 固 定 リ ブ メ ン バ を 有 す る ア ン カ に 関 す る 。 そ の 特 徴 と し て 、 ア ン カ は そ の 基 部
側 端 (即 ち 、 ア ン カ 背 面 )に 加 え ら れ た 外 力 に よ っ て 骨 内 に 押 進 さ れ る 。 ア ン カ を 骨 内 に 有
効 に 挿 入 す る に は 、 ア ン カ を 直 線 軌 道 で 、 第 2固 定 ス テ ッ プ (例 え ば 回 転 ス テ ッ プ )な し に
押 進 し て 確 実 に リ ブ を 骨 に 係 合 さ せ る こ と が 要 求 さ れ る 。 こ の よ う に 、 こ の ア ン カ は 、 固
定 さ れ た リ ブ メ ン バ の 通 過 後 に 骨 が 所 定 位 置 に 弾 性 戻 り し て ア ン カ が 挿 入 さ れ た 骨 か ら 出
な い よ う に す る 良 好 な 骨 の 弾 性 作 用 を 必 要 と す る 。 し か し 、 軟 骨 や 病 弱 質 の 骨 に お い て は
、 骨 の 弾 性 に 否 定 的 影 響 が 及 び 、 骨 へ の ア ン カ 固 定 が 不 充 分 と な る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Pietrzak他 の 米 国 特 許 第 5,527,342号 は 、 骨 に 固 定 す る た め の リ ブ を 有 す る 縫 合 ア ン カ
に 関 す る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 リ ブ は 半 径 方 向 に 長 手 軸 線 か ら 骨 に 延 在 す る が 、 最 終 ロ
ッ ク 位 置 へ の 係 着 は 意 図 さ れ て い な い 。 そ の よ う な 構 成 で は 効 果 的 に 骨 内 に 固 定 さ れ な い
と 思 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 Krebsの 米 国 特 許 第 6,146,407号 お よ び 同 第 6,165,203号 は 、 二 次 的 固 定 ス テ ッ プ を 介 し
て 骨 に 固 定 す る よ う に 設 計 さ れ た リ ブ 付 き ア ン カ に 関 す る 。 そ の ア ン カ は 、 軸 方 向 に 整 列
し た (1つ ま た は 複 数 の )リ ブ を 有 し 、 骨 に 挿 入 さ れ 、 イ ン プ ラ ン ト の 近 位 端 に 力 を 加 え る
こ と に よ っ て 回 転 さ れ る 。 し か し 、 そ の よ う な ア ン カ は 患 者 の 骨 に 過 大 な 孔 を 作 る と 思 わ
れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 Gatturna他 の 米 国 特 許 第 4,898,156号 は 、 反 発 弾 性 の 弾 性 リ ブ を 連 結 メ ン バ に 取 り 付 け
た イ ン プ ラ ン ト に 関 す る 。 そ の 特 徴 と し て 、 挿 入 時 に 弾 性 リ ブ に よ っ て ア ン カ が 係 着 も し
く は 回 転 す る 。 し か し 、 そ の ア ン カ は 二 次 的 固 定 ス テ ッ プ (例 え ば 回 転 ス テ ッ プ )に よ っ て
回 転 す る よ う に 構 成 さ れ て い な い た め 、 そ の よ う な ア ン カ の 効 果 は ア ン カ が 挿 入 さ れ る 骨
の 性 質 に 左 右 さ れ る と 思 わ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 Bartlettの 米 国 特 許 第 5,540,718号 、 同 第 5,782,863号 、 同 第 5,871,503号 、 同 第 5,879,3
72号 、 同 第 6,146,408号 、 お よ び 同 第 6,306,158号 は 、 骨 内 で 縫 合 ア ン カ の 軸 違 え 回 転 を 生
じ さ せ る 方 法 に 関 す る 。 そ の 方 法 は 、 弾 性 の あ る 末 端 を 有 す る 挿 入 具 の 使 用 を 要 し 、 そ れ
に よ っ て 骨 内 へ の 挿 入 時 に ア ン カ の 係 着 が 開 始 さ れ る 。 良 質 の 骨 に 埋 植 さ れ る と 、 ア ン カ
お よ び 骨 の 孔 の イ ン タ ー フ ェ ー ス が 摩 擦 力 を 与 え る と さ れ 、 そ の た め 挿 入 具 の 弾 性 尖 端 に
曲 げ を 生 じ 、 そ れ に よ っ て ア ン カ が 骨 に 係 着 お よ び 固 定 さ れ る 。 し か し 、 ア ン カ を 質 の 悪
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い 骨 に 挿 入 し た 場 合 に は 十 分 な 摩 擦 力 が 生 成 さ れ な い と 思 わ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 5,618,314号
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 5,690,676号
【 特 許 文 献 ３ 】 米 国 特 許 第 5,527,342号
【 特 許 文 献 ４ 】 米 国 特 許 第 6,146,407号
【 特 許 文 献 ５ 】 米 国 特 許 第 6,165,203号
【 特 許 文 献 ６ 】 米 国 特 許 第 4,898,156号
【 特 許 文 献 ７ 】 米 国 特 許 第 5,540,718号
【 特 許 文 献 ８ 】 米 国 特 許 第 5,782,863号
【 特 許 文 献 ９ 】 米 国 特 許 第 5,871,503号
【 特 許 文 献 １ ０ 】 米 国 特 許 第 5,879,372号
【 特 許 文 献 １ １ 】 米 国 特 許 第 6,146,408号
【 特 許 文 献 １ ２ 】 米 国 特 許 第 6,306,158号
【 特 許 文 献 １ ３ 】 米 国 特 許 第 4,968,317号
【 特 許 文 献 １ ４ 】 米 国 特 許 第 4,898,186号
【 特 許 文 献 １ ５ 】 米 国 特 許 出 願 第 10/128,451号
【 非 特 許 文 献 １ 】 Gartsman, G.M.他 、 「 Arthroscopic Repair of Full Thickness Tears 
of the Rotator Cuff」 、 J Bone Joint Surg Am 1998;80:832-840頁
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 従 来 の 縫 合 ア ン カ 、 送 達 器 具 、 お よ び 上 述 の 方 法 に 制 約 が あ る た め 、 簡 素 、 堅 牢 、 か つ
信 頼 性 の あ る 縫 合 ア ン カ 、 な ら び に 縫 合 糸 を 骨 に 固 定 す る 技 法 が 必 要 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 ア ン カ を 骨 内 に 挿 入 中 に 縫 合 糸 を 保 護 す る プ ッ シ ュ イ ン タ イ プ の 縫 合 ア ン カ お
よ び 送 達 器 具 が 必 要 と さ れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 様 々 な タ イ プ の 骨 組 織 (例 え ば 硬 骨 、 軟 骨 、 病 弱 骨 、 老 化 骨 、 他 )内 に 効 果 的
か つ 信 頼 性 高 く 固 定 可 能 な 縫 合 イ ン プ ラ ン ト を 提 供 す る こ と に よ り 、 従 来 の 縫 合 イ ン プ ラ
ン ト の 欠 点 を 克 服 す る こ と を 目 的 と す る 。 そ の た め 、 本 発 明 は 、 少 な く と も 1本 の 縫 合 糸
を 骨 に 固 定 す る た め の 、 挿 入 具 の 操 作 に よ っ て 固 定 さ れ る 係 着 縫 合 ア ン カ で あ っ て 、 長 手
軸 線 、 遠 位 端 部 、 近 位 端 部 、 お よ び 縫 合 糸 を 受 け る 少 な く と も 1つ の ア イ レ ッ ト 孔 を 有 す
る 軸 と 、 前 記 軸 か ら 半 径 方 向 に 延 在 す る 少 な く と も 1つ の ロ ッ ク ウ イ ン グ で あ っ て 、 縫 合
ア ン カ の 長 手 軸 線 を 含 む 第 1の 面 の 一 方 側 に 設 け ら れ る も の と を 含 む 縫 合 ア ン カ を 提 供 す
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 縫 合 ア ン カ を 骨 内 に 挿 入 し て 少 な く と も 1本 の 縫 合 糸 を 骨 に 固 定
す る た め の 挿 入 具 で あ っ て 、 縫 合 ア ン カ に 少 な く と も 1つ の 半 径 方 向 に 延 在 す る ウ イ ン グ
を 含 み 、 挿 入 具 が 、 縫 合 ア ン カ の 係 合 面 に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ た イ ン タ ー フ ェ ー ス 面
を 有 す る 円 筒 状 の 遠 位 受 容 端 と 、 円 筒 状 の 遠 位 受 容 端 に 連 結 さ れ た 把 持 部 と 、 縫 合 ア ン カ
の 半 径 方 向 に 延 在 す る ウ イ ン グ を 緩 や か に 受 け る た め に 適 切 な 寸 法 と さ れ る 遠 位 部 分 を 含
み 、 か つ 角 度 を 違 え た 、 縫 合 糸 を 受 け る よ う に 構 成 さ れ た 近 位 部 分 を さ ら に 含 む S字 形 ス
ロ ッ ト で あ っ て 、 S字 形 ス ロ ッ ト の 近 位 部 分 が 縫 合 ガ イ ド ハ ブ を 形 成 す る も の と を 含 む 挿
入 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 挿 入 具 を 使 用 し て 縫 合 ア ン カ を 骨 内 に 挿 入 す る 方 法 で あ っ
て 、 縫 合 ア ン カ が 長 手 軸 線 、 遠 位 端 部 、 近 位 端 部 、 少 な く と も 1本 の 縫 合 糸 を 受 け る 少 な
く と も 1つ の ア イ レ ッ ト 孔 を 有 す る 軸 、 お よ び 前 記 軸 か ら 半 径 方 向 に 延 在 す る 少 な く と も 1
つ の ロ ッ ク ウ イ ン グ で あ っ て 、 縫 合 ア ン カ の 長 手 軸 線 を 含 む 第 1の 面 の 一 方 側 に 設 け ら れ
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る も の を 含 み 、 前 記 方 法 が 、 縫 合 ア ン カ を 挿 入 具 に 連 結 す る ス テ ッ プ と 、 縫 合 ア ン カ を 骨
の 部 位 に 挿 入 具 を 使 用 し て 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、 挿 入 具 に 回 転 力 を 加 え て 縫 合 ア ン カ を 骨
内 で 回 転 さ せ る ス テ ッ プ と 、 挿 入 具 を 骨 か ら 取 り 除 く ス テ ッ プ と 、 縫 合 ア ン カ を 最 終 ロ ッ
ク 位 置 に 係 着 す る ス テ ッ プ と を 含 む 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 1お よ び 図 2は 、 本 発 明 に よ る 第 1の 例 示 的 ト グ ル ア ン カ 100の 側 面 図 お よ び 背 面 図 で あ
る 。 ト グ ル ア ン カ 100は 、 円 錐 形 の 遠 位 端 部 120、 近 位 端 部 122、 少 な く と も 1つ の 縫 合 糸 (
図 示 せ ず )を そ れ ぞ れ 受 け る 少 な く と も 1つ の ア イ レ ッ ト 孔 110、 軸 105か ら 半 径 方 向 に 延 在
す る ロ ッ ク ウ イ ン グ 115、 ア ン カ 100を 挿 入 具 (図 示 せ ず )に 連 結 時 に 安 定 さ せ る 少 な く と も
1つ の 安 定 化 リ ブ 125(図 2に 2つ 示 す )、 お よ び 挿 入 中 に 縫 合 糸 (図 示 せ ず )を 案 内 す る 位 置 を
与 え る 一 対 の 縫 合 溝 130を 含 む 。 図 2に 示 す よ う に 、 ト グ ル ア ン カ 100の 末 端 120に は 、 挿 入
具 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 面 (図 示 せ ず )の 作 用 に よ っ て ア ン カ 100が 骨 組 織 内 に 挿 入 さ れ る よ
う に 構 成 さ れ た 係 合 面 205が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ト グ ル ア ン カ 100は 、 生 き た 骨 組 織 内 へ の 埋 込 み に 適 切 な 材 料 に よ り 製 作 す る こ と が で
き る 。 例 え ば 、 ト グ ル ア ン カ 100に は 、 非 毒 性 の 、 生 体 適 合 性 高 分 子 、 ポ リ マ ー ア ロ イ 、
繊 維 強 化 高 分 子 複 合 材 料 、 金 属 、 セ ラ ミ ッ ク 、 共 重 合 体 、 高 分 子 混 合 物 、 お よ び /ま た は
自 己 補 強 生 体 吸 収 性 共 重 合 体 等 の 生 体 吸 収 性 材 料 を 含 む こ と が で き る 。 さ ら に 、 ト グ ル ア
ン カ 100は 、 例 え ば 、 米 国 特 許 第 4,968,317号 お よ び 第 4,898,186号 に 記 載 の 製 造 方 法 を 使
用 し て 製 作 す る こ と が で き 、 両 特 許 の 内 容 を こ こ に 援 用 す る こ と を 表 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た さ ら に 、 ト グ ル ア ン カ 100の 幅 お よ び /ま た は 長 さ は 、 骨 組 織 の 特 定 の タ イ プ 、 例 え
ば 回 旋 腱 板 の 骨 組 織 内 へ の 挿 入 に 関 し て 適 切 に 選 択 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 骨 組 織 の
様 々 な タ イ プ に よ っ て 、 そ れ ぞ れ そ の 海 綿 様 層 の 幅 が 変 わ り 得 る た め 不 可 欠 と さ れ る 。 し
た が っ て 、 縫 合 ア ン カ 100が 比 較 的 厚 め の 海 綿 様 層 内 に 挿 入 さ れ る も の で あ る 場 合 に は 、
縫 合 ア ン カ 100は 長 め の 設 計 と さ れ る 。 逆 に 、 海 綿 様 層 が き わ め て 薄 い 場 合 に は 、 縫 合 ア
ン カ 100は 短 め の 設 計 と さ れ る 。 本 発 明 の 1つ の 例 示 的 実 施 形 態 に よ れ ば 、 例 え ば 、 ト グ ル
ア ン カ 100の 長 さ は 約 10.5mm、 幅 は 約 3.5mmと さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 生 き た 骨 組 織 (図 示 せ ず )内 へ の 挿 入 に 先 立 ち 、 ト グ ル ア ン カ 100は 、 ま ず 適 切 な 構 成 の
挿 入 具 に 連 結 し な け れ ば な ら な い 。 挿 入 具 と し て は 、 併 願 の 米 国 特 許 出 願 第 10/128,451号
 DEVICE FOR INSERTING SURGICAL IMPLANTSに 様 々 な 挿 入 具 の 例 を 記 載 し て お り 、 そ の 全
内 容 を こ こ に 援 用 す る こ と を 表 明 す る 。 次 い で 図 3aお よ び 図 3bに 、 ト グ ル ア ン カ 100の 骨
組 織 へ の 挿 入 の た め に ト グ ル ア ン カ 100を 挿 入 具 305に 連 結 す る 手 順 を 示 す 。 挿 入 具 305は
、 ア ン カ 100の 係 合 面 205に 係 合 す る イ ン タ ー フ ェ ー ス 面 310を 有 す る 円 筒 状 の 遠 位 受 容 端 3
15、 ア ン カ 100の 半 径 方 向 に 延 び る ウ イ ン グ 115を 緩 や か に 受 け る た め の 適 切 な 寸 法 と さ れ
る ス ロ ッ ト 325、 お よ び 、 遠 位 受 容 端 315の ス ロ ッ ト と し て 形 成 さ れ た 、 縫 合 糸 340a,340b
等 、 少 な く と も 1つ の 縫 合 糸 を 例 え ば 外 科 医 405が 把 持 す る よ う に 構 成 さ れ た 近 位 把 持 部 32
0へ と 案 内 す る 位 置 を 与 え る 縫 合 ガ イ ド 330を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 3aに 示 す よ う に 、 ト グ ル ア ン カ 100は 、 ア ン カ 100の 整 合 ウ イ ン グ 115を 挿 入 具 305の ス
ロ ッ ト 325に 整 列 さ せ 、 次 い で ア ン カ 100の 軸 105を 挿 入 具 305の 円 筒 状 端 部 315内 に 方 向 Aに
沿 っ て 摺 動 さ せ る こ と に よ っ て 挿 入 具 305に 連 結 さ れ る 。 ア ン カ 100の 挿 入 具 305へ の 連 結
は 、 図 3bに 示 す よ う に 、 ア ン カ 100の 係 合 面 205が 挿 入 具 305の イ ン タ ー フ ェ ー ス 面 310に 接
触 し た と き に 完 了 す る 。 挿 入 さ れ る と 、 ア ン カ 100の 安 定 化 リ ブ 125が 挿 入 具 305の 円 筒 状
受 容 端 315の 内 面 に 接 触 し 、 そ れ に よ っ て ア ン カ 100の 挿 入 具 305の 長 手 軸 線 335に 垂 直 の 方
向 Gへ の 摺 動 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 3aお よ び 図 3bに 示 す よ う に 、 縫 合 糸 340a,340bは ア ン カ 100の 縫 合 溝 130沿 い に 円 筒 状
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受 容 端 315を 経 て 延 在 し 、 挿 入 具 305の 縫 合 ガ イ ド ス ロ ッ ト 330か ら 延 出 す る 。 縫 合 ガ イ ド
ス ロ ッ ト 330か ら 、 縫 合 糸 340a,340bは 円 筒 状 受 容 端 315の 外 面 沿 い に 把 持 部 320に 至 る 。 こ
の よ う に 、 円 筒 状 受 容 端 315に よ っ て 縫 合 糸 340a,340bが ア ン カ 100の 骨 組 織 へ の 挿 入 中 に
生 じ る 摩 擦 力 か ら 防 護 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 別 法 と し て 、 挿 入 具 305の 縫 合 ガ イ ド ス ロ ッ ト 330を 円 筒 状 受 容 端 315沿 い に 更 に 近 位 に
把 持 部 320に 向 か っ て 設 け る こ と も で き 、 あ る い は 縫 合 ガ イ ド ス ロ ッ ト 330を 全 く 省 い て 縫
合 糸 340a,340bが す べ て 円 筒 状 受 容 端 315内 に 挿 入 具 305の 把 持 部 320ま で 延 在 す る よ う に す
る こ と も で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。 こ の よ う に し て 、 縫 合 糸 340a,340bは 、 ア ン カ 100の
骨 組 織 へ の 挿 入 中 に 生 じ る 摩 擦 力 か ら 一 層 良 好 に 防 護 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 挿 入 具 305に 適 切 に 連 結 さ れ た ら 、 ア ン カ 100を 骨 組 織 内 に 挿 入 し て 縫 合 糸 340a,340bの
固 定 部 位 を 与 え る こ と が で き る 。 次 い で 図 4aな い し 図 4eに ア ン カ 100を 骨 組 織 400内 に 挿 入
す る 手 順 を 示 す 。 図 4aに 示 す よ う に 、 ユ ー ザ 、 例 え ば 外 科 医 405は 、 軸 方 向 力 を 挿 入 具 305
に 方 向 Bに 加 え る こ と に よ っ て ア ン カ 100を 骨 組 織 400の 皮 質 層 410を 経 て 海 綿 様 層 415内 に
挿 入 す る 。 軸 方 向 力 は 、 例 え ば 、 挿 入 具 305を 方 向 Bに 押 進 す る こ と に よ り 、 あ る い は 別 法
と し て 、 挿 入 具 305の 把 持 部 320を 方 向 Bに 外 科 用 ハ ン マ 等 の 適 切 に 構 成 さ れ た 叩 打 具 に よ
り 叩 打 す る こ と に よ っ て 発 生 さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 、 円 筒 状 受 容 端 315の
イ ン タ ー フ ェ ー ス 面 310に よ っ て ア ン カ 100の 係 合 面 205に 下 向 き の 力 が 与 え ら れ 、 そ れ に
よ っ て ア ン カ 100が 骨 組 織 400を 貫 通 す る 。 あ る い は 、 以 下 に 詳 述 す る よ う に 骨 組 織 400に
事 前 穿 孔 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ア ン カ 100の 遠 位 端 部 120寄 り に 係 合 面 205を 設 け る こ と に よ り 、 ア ン カ 100は 、 真 直 軌 道
B沿 い に 骨 組 織 400内 に 挿 入 さ れ る 間 、 よ り 良 好 に 安 定 化 さ れ る 。 即 ち 、 ア ン カ 100は 、 挿
入 力 が ア ン カ の 近 位 端 部 に 掛 か る 従 来 の 挿 入 具 を 使 用 の 場 合 に 生 じ 得 る 挿 入 中 の 直 進 軌 道
か ら の 逸 脱 防 止 が よ り 優 れ る 。 し か し 、 本 発 明 は 末 端 側 に 配 置 の 係 合 面 を 有 す る 縫 合 ア ン
カ に 限 定 さ れ な い こ と を 理 解 さ れ た い 。 し た が っ て 、 縫 合 ア ン カ 100は 、 例 え ば 、 近 位 端
部 122等 、 軸 105沿 い に 一 層 基 部 側 に 位 置 す る 係 合 面 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ア ン カ 100が 骨 組 織 400内 の 適 切 な 深 さ に 挿 入 さ れ る こ と を 確 実 と す る に は 、 ア ン カ 100
お よ び /ま た は 挿 入 具 305の 円 筒 状 受 容 端 315に ユ ー ザ 、 例 え ば 外 科 医 405が ア ン カ 100の 正
し い 挿 入 深 度 を 目 視 に よ り 決 め る こ と が で き る よ う に 操 作 可 能 な 深 度 マ ー カ 412(即 ち 、 レ
ー ザ ラ イ ン 412)を 設 け る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 、 外 科 医 405は 、 深 度 マ ー カ が 例
え ば 図 4bに 示 す よ う に 、 骨 組 織 400の 皮 質 層 410の 上 面 と 整 列 し た ら 、 挿 入 力 を 方 向 Bに 与
え る の を 停 止 す る こ と が で き る 。 図 4bは レ ー ザ ラ イ ン 412が 1つ 設 け ら れ た 挿 入 具 305を 示
す が 、 挿 入 具 305お よ び /ま た は ア ン カ 100に は 複 合 レ ー ザ ラ イ ン を 設 け て 上 腕 骨 お よ び 浅
窩 様 骨 等 、 様 々 な タ イ プ の 骨 に 適 切 な 挿 入 深 度 を 設 け る こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ た い
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 に よ り 、 ア ン カ 100は 直 接 骨 組 織 400内 に 挿 入 す る か 、 あ る い は
、 挿 入 し 易 く す る た め に 事 前 穿 孔 し た 孔 (即 ち 、 事 前 に タ ッ プ 立 て し た 孔 )、 例 え ば 2.9mm
径 、 挿 入 深 度 20mmの 事 前 穿 孔 し た 孔 に 挿 入 す る こ と が で き る 。 い ず れ の 場 合 も 、 図 4cに 示
す よ う に 、 ア ン カ 100の ウ イ ン グ 115に よ っ て 、 ア ン カ 100が 骨 組 織 400内 に 挿 入 さ れ る と 骨
組 織 400に 半 径 方 向 ス ロ ッ ト 420が 形 成 さ れ る 。 ア ン カ 100が 先 ず 事 前 穿 孔 せ ず に 直 接 骨 組
織 400内 に 挿 入 さ れ る も の で あ る 場 合 に は 、 ア ン カ 100を 金 属 等 、 挿 入 中 に 発 生 す る 更 に 強
い 摩 擦 力 に 耐 え 得 る 材 料 製 と す べ き で あ る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ア ン カ 100は 、 骨 組 織 400内 へ の 挿 入 前 に 柔 組 織 層 に 挿 通 さ れ る こ と も あ ろ う 。 こ の よ う
に し て 、 縫 合 糸 340a,340bは ア ン カ 100が 骨 組 織 400内 に 挿 入 さ れ る と 柔 組 織 層 を 挿 通 す る
。 し か し 、 別 法 と し て 、 ア ン カ 100を 直 接 骨 組 織 400に 挿 入 し 、 縫 合 糸 340a,340bは 挿 入 後
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に 柔 組 織 層 に 挿 通 す る こ と も で き る 。 そ の た め に は 、 ユ ー ザ 、 例 え ば 外 科 医 405は 縫 合 針
を 使 用 し て 縫 合 糸 340a,340bを 柔 組 織 層 に 挿 通 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ア ン カ 100が 骨 組 織 400の 皮 質 層 410に 挿 通 さ れ 、 柔 海 綿 様 層 415内 に 挿 通 さ れ る と 、 回 転
力 が 挿 入 具 305の 把 持 部 320に 加 え ら れ 、 そ れ に よ っ て ア ン カ 100が 、 図 4dお よ び 図 4eに 示
す よ う に 、 挿 入 具 305の 長 手 軸 線 335中 心 に 方 向 Cに 回 転 す る 。 そ の た め 、 挿 入 具 305は ウ イ
ン グ 115と 骨 組 織 400の ス ロ ッ ト 420の 整 列 を 解 く の に 適 す る よ う に あ る 角 度 回 転 さ せ る こ
と が で き る 。 例 え ば 、 挿 入 具 305は 約 90度 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 ア ン カ 1
00の 半 径 方 向 ウ イ ン グ 115と ス ロ ッ ト 420と の 整 列 が 解 か れ 、 そ れ に よ っ て 、 挿 入 具 305の
取 外 し 時 お よ び /ま た は ア ン カ 100を 以 下 に 詳 述 す る よ う に 最 終 ロ ッ ク 位 置 に 係 着 中 に ア ン
カ 100に よ っ て 骨 組 織 400を 刺 激 し な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ア ン カ 100を 挿 入 具 305の 長 手 軸 線 335中 心 に 回 転 さ せ た 後 、 挿 入 具 305は 図 5に 示 す よ う
に 骨 組 織 400か ら 取 り 除 か れ る 。 挿 入 具 305が 取 り 除 か れ る と 、 ア ン カ 100が 図 6に 示 す よ う
に 骨 組 織 400の 皮 質 層 410に ほ ぼ 平 行 に 最 終 ロ ッ ク 位 置 に 係 着 さ れ る 。 そ の た め 、 縫 合 糸 34
0a,340bを 強 く 引 い て 緊 張 さ せ 、 そ れ に よ っ て ア ン カ 100を ウ イ ン グ 115の 先 端 中 心 に 矢 印 D
で 示 す 方 向 に 旋 回 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ア ン カ 100の ウ イ ン グ 115先 端 中 心 の 旋 回 を し 易 く す る に は 、 ア ン カ 100の ア イ レ ッ ト 孔 1
10を ア ン カ 100の 長 手 軸 線 と 軸 を 違 え ウ イ ン グ 115と 別 方 向 の 軸 105側 に 配 置 す る こ と が で
き る (図 1参 照 )。 こ の よ う に 、 ア イ レ ッ ト 孔 110と ウ イ ン グ 115間 の 間 隔 を 増 す こ と に よ り
、 縫 合 糸 340a,340bを 強 く 引 い た と き に ア ン カ 100の ウ イ ン グ 115の 先 端 中 心 に よ り 大 き な
ト ル ク が 生 成 さ れ る 。 し か し 、 ア イ レ ッ ト 孔 110は あ え て 軸 違 え に 配 置 す る 必 要 は な く 、
例 え ば 、 ア ン カ 100の 長 手 軸 線 沿 い に 配 置 し て も よ い こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ア ン カ 100の ウ イ ン グ 115先 端 中 心 の 旋 回 を さ ら に し 易 く す る に は 、 ア ン カ 100の 近 位 端
部 122を 図 1、 図 5、 お よ び 図 6に 示 す よ う に 、 ア ン カ 100の 長 手 軸 線 に 関 し て 遠 位 端 部 120寄
り に 鋭 角 と す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 ア ン カ 100の プ ロ フ ァ イ ル が 回 転 の 周 囲 に 方
向 Dに 沿 っ て 減 少 す る こ と に よ り 、 ア ン カ 100を 最 終 ロ ッ ク 位 置 に 係 着 し て い る 間 に 生 成 さ
れ る 摩 擦 が 減 少 す る 。 そ れ に 加 え る 利 点 と し て 、 鋭 角 の 遠 位 端 部 122に よ っ て ア ン カ 100の
製 造 に 要 す る 材 料 の 量 が 減 少 し 、 そ れ に よ っ て 患 者 (図 示 せ ず )の 体 内 に 導 入 さ れ る 異 質 な
材 料 の 量 が 減 少 す る 。 し か し 、 ア ン カ 100の 近 位 端 部 122は 必 ず し も 鋭 角 で あ る 必 要 も な く
、 例 え ば ア ン カ 100の 長 手 軸 線 に 対 し て 90度 の 角 度 を な す よ う に で き る こ と を 理 解 さ れ た
い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 別 の 例 示 的 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ア ン カ 100は 自 己 補 強 生 体 吸 収 性 共 重 合 体 等 の
生 体 吸 収 性 材 料 か ら 製 作 さ れ る 。 生 体 吸 収 性 共 重 合 体 は 、 例 え ば 複 数 の 自 己 補 強 モ レ キ ュ
ラ フ ァ イ バ チ ェ ー ン (例 え ば ポ リ グ リ コ リ ド )か ら 製 作 す る こ と が で き 、 ア ン カ 100に 対 し
て 所 定 方 向 に 延 在 す る よ う に 配 向 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 自 己 補 強 モ レ キ ュ ラ フ ァ イ
バ は 、 ア ン カ 100の 長 手 軸 線 に 関 し て 垂 直 も し く は 平 行 な 方 向 に 向 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 好 都 合 な こ と に 、 出 願 人 は ア ン カ 100の 生 体 吸 収 性 材 料 が 患 者 の 体 に よ っ て 代 謝 さ れ る
に つ れ 、 モ レ キ ュ ラ フ ァ イ バ チ ェ ー ン の 終 局 的 配 向 が ア イ レ ッ ト 孔 110の 強 度 に 著 し い 影
響 を 及 ぼ す こ と を 発 見 し て い る 。 こ れ は 重 要 で あ る 。 な ぜ な ら 、 ア イ レ ッ ト 孔 110の 効 力
が 可 及 的 に 長 く 引 き 延 ば さ れ る こ と は 有 利 と さ れ る か ら で あ り 、 そ れ に よ っ て 縫 合 糸 340a
,340bが 柔 組 織 の 骨 400へ の 近 接 を 柔 組 織 が 自 然 に 骨 400に 付 着 す る の に 十 分 な 時 間 維 持 す
る こ と が さ ら に 確 実 と さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 具 体 的 に 、 出 願 人 は 、 縫 合 糸 340a,340bに よ り 自 己 補 強 モ レ キ ュ ラ フ ァ イ バ チ ェ ー ン を
ア イ レ ッ ト 孔 110に 生 じ た 力 に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 向 け る こ と に よ っ て 、 ア イ レ ッ ト 孔 110
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の 効 力 が 引 き 延 ば さ れ る こ と を 発 見 し て い る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 例 示 的 実 施 形 態 に よ
れ ば 、 自 己 補 強 モ レ キ ュ ラ フ ァ イ バ チ ェ ー ン は 、 ア ン カ 100の 長 手 軸 線 に 平 行 に 配 置 さ れ
る 。 こ の よ う に し て 、 ア ン カ 100が 最 終 ロ ッ ク 位 置 に 位 置 付 け さ れ た 後 、 縫 合 糸 340a,340b
に よ っ て ア イ レ ッ ト 孔 110に 対 し 自 己 補 強 モ レ キ ュ ラ フ ァ イ バ チ ェ ー ン の 延 長 に 垂 直 な 方
向 に 引 張 り 力 が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 7aお よ び 図 7bは 、 本 発 明 に よ る 別 の 例 示 的 ト グ ル ア ン カ 700の 側 面 お よ び 背 面 を そ れ
ぞ れ 示 す 図 で あ る 。 ト グ ル ア ン カ 700は 、 次 の 点 を 除 け ば ト グ ル ア ン カ 100と 同 様 で あ る 。
即 ち 、 ト グ ル ア ン カ 700に は 、 面 E中 心 お よ び 面 Fの 片 側 の み 、 例 え ば 図 7bに 示 す よ う に ア
イ レ ッ ト 孔 110と 別 方 向 を 向 く 面 F側 に 対 称 に 配 置 さ れ た ウ イ ン グ の 複 数 の 対 715a,715b,…
,715nが 設 け ら れ る 。 面 Fは ア イ レ ッ ト 孔 110の 軸 に 平 行 と し 、 面 Eを こ れ に 垂 直 と す る こ と
が で き る が 、 必 ず し も そ れ が 必 須 で は な い 。 複 合 ウ イ ン グ 対 710a,710b,… ,710nを 設 け る
こ と に よ り 、 ア ン カ 700は 最 終 ロ ッ ク 位 置 に 係 着 中 に 一 層 良 く 骨 組 織 400に 止 着 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 い で 図 8に 、 本 発 明 に よ る 例 示 的 挿 入 具 800を 示 す 。 挿 入 具 800は 、 挿 入 具 305と 同 様 の
特 徴 を 含 む 。 た だ し 、 挿 入 具 800は 、 複 数 の 縫 合 ア ン カ 、 例 え ば 複 数 の 縫 合 ア ン カ 100,700
を 骨 組 織 400に 挿 入 可 能 と す る よ う に 構 成 さ れ た S字 形 ス ロ ッ ト 810を 含 む 。 S字 形 ス ロ ッ ト
810は 、 縫 合 ア ン カ 100の 半 径 方 向 に 延 び る ウ イ ン グ 115を 緩 や か に 受 け る よ う に 適 切 な 寸
法 と し た 遠 位 端 部 分 812、 お よ び こ れ と 角 度 を 違 え 、 縫 合 糸 340a,340bを 受 け 、 縫 合 ガ イ ド
ハ ブ 816を 形 成 す る よ う に 構 成 さ れ た 近 位 部 分 814を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 述 し た 様 々 な 例 示 的 実 施 形 態 と 同 様 に 、 ト グ ル ア ン カ 100は ア ン カ 100の 軸 105を 挿 入
具 800の 円 筒 状 端 805内 へ と 摺 動 さ せ る こ と に よ り 、 挿 入 具 800に 連 結 さ れ る 。 ア ン カ 100の
挿 入 具 305へ の 連 結 は 、 ア ン カ 100の 係 合 面 205が 挿 入 具 800の イ ン タ ー フ ェ ー ス 面 815に 接
触 し た と き に 完 了 す る 。 挿 入 さ れ る と 、 ア ン カ 100の 安 定 化 リ ブ 125が 挿 入 具 800の 円 筒 状
受 容 端 805の 内 面 に 接 触 し 、 そ れ に よ っ て 挿 入 具 800の 長 手 軸 線 820と ほ ぼ 垂 直 方 向 へ の ア
ン カ 100の 摺 動 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 し か し 、 上 述 の 様 々 な 例 示 的 実 施 形 態 と は 異 な り 、 縫 合 糸 340a,340bは 円 筒 状 受 容 端 815
を 経 て 縫 合 ガ イ ド ス ロ ッ ト か ら 延 出 す る の で は な い 。 縫 合 糸 340a,340bは S字 形 ス ロ ッ ト 81
0の 遠 位 端 部 分 812沿 い に S字 形 ス ロ ッ ト 810の 角 度 を 違 え た 近 位 部 分 814に 至 る 。 こ の よ う
に 、 挿 入 具 800は 以 下 に さ ら に 詳 述 す る よ う に 複 数 の 縫 合 ア ン カ を 挿 入 す る の に 使 用 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 9aな い し 図 9gに 、 複 数 の 縫 合 ア ン カ 100,700(縫 合 ア ン カ 100aお よ び 100bを 図 9aな い し
図 9dに 示 す )を 挿 入 し て 柔 組 織 950を 骨 組 織 400に 挿 入 具 800を 使 用 し て 定 着 さ せ る 手 順 を 示
す 。 ま ず 、 図 9aに 示 す よ う に 、 第 1端 340a1お よ び 第 2端 340a2を 有 す る 1本 の 縫 合 糸 340aを
第 1縫 合 ア ン カ 100aに 通 す 。 次 い で 、 図 9aに 示 す よ う に 、 第 1縫 合 ア ン カ 100aを 骨 組 織 400
の 第 1部 位 905に 上 述 の 様 々 な 例 示 的 実 施 形 態 と 同 様 に 挿 入 す る 。 特 に 、 第 1縫 合 ア ン カ 100
は 、 図 4aな い し 図 4eを 参 照 し て 前 述 し た よ う に 骨 組 織 400内 に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 1縫 合 ア ン カ 100aを 骨 組 織 400内 に 挿 入 し 、 挿 入 具 800を 取 り 除 い た 後 、 縫 合 糸 340aの
第 2端 340a2を 第 2縫 合 ア ン カ 100bの ア イ レ ッ ト 孔 110の 1つ に 通 し 、 第 2縫 合 ア ン カ を 次 い で
挿 入 具 800に 連 結 す る 。 第 2縫 合 ア ン カ 110bを 挿 入 具 800に 連 結 の 後 、 縫 合 糸 340aの 第 2端 34
0a2の 遠 位 部 分 915aが 縫 合 ガ イ ド ハ ブ 816を 介 し て 第 1縫 合 ア ン カ 100a寄 り に 案 内 さ れ 、 同
時 に 、 図 9aに 示 す よ う に 、 縫 合 糸 340aの 第 2端 340a2の 近 位 部 分 915bが S字 形 ス ロ ッ ト 810の
近 位 部 分 814か ら 緩 く 突 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 縫 合 糸 340aの 第 2端 340a2の 遠 位 部 分 915aは 、 第 2縫 合 ア ン カ 100bの ア イ レ ッ ト 孔 110の 1
つ に 通 す 前 に 、 図 9dに 示 す よ う に 、 柔 組 織 950に 通 す こ と も で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 第 2ア ン カ 100bを 骨 組 織 400の 第 2部 位 910内 に 挿 入 す る た め 、 挿 入 具 800を 遠 位 に
位 置 付 け す る 。 挿 入 具 800を そ の た め に 位 置 付 け す る 間 、 縫 合 糸 340aの 第 2端 340a2の 遠 位
部 分 915に 生 じ た 弛 み は 、 S字 形 ス ロ ッ ト 810の 近 位 部 分 814か ら 緩 く 突 出 す る 第 2端 340a2の
近 位 部 分 915bを 強 く 引 く こ と に よ っ て 締 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 挿 入 具 800が 適 切 に 位 置 付 け さ れ た ら 、 図 9bに 示 す よ う に 、 第 2ア ン カ 100bを 骨 組 織 400
の 第 2部 位 910内 に 挿 入 す る 。 上 述 の よ う に 、 第 2ア ン カ 100bは 骨 組 織 400に 通 す 前 に 柔 組 織
950に 通 す こ と も で き 、 も し く は 別 法 と し て 、 先 に 柔 組 織 950を 通 る こ と な く 直 接 骨 組 織 40
0内 に 挿 入 す る こ と も で き る 。 上 述 の 様 々 な 実 施 形 態 と 同 様 に 、 第 2縫 合 ア ン カ 100bは 、 次
い で 図 9eに 示 す よ う に 、 挿 入 具 800の 把 持 部 (図 示 せ ず )に 回 転 力 を 与 え る こ と に よ っ て 回
転 し 、 そ れ に よ っ て 、 ア ン カ 100の ウ イ ン グ 115と ス ロ ッ ト 420と の 整 列 が 解 か れ 、 挿 入 具 8
00の 取 外 し 時 お よ び /ま た は ア ン カ 100bを 最 終 ロ ッ ク 位 置 に 係 着 中 に ア ン カ 100bの 骨 組 織 4
00か ら の 脱 出 が 防 止 さ れ る 。 こ の 例 示 的 実 施 形 態 に お い て は 、 挿 入 具 800の 方 向 Hへ の 回 転
に よ っ て 縫 合 糸 340aの 第 2端 340a2の 遠 位 お よ び 近 位 部 分 915a,915bが S字 形 ス ロ ッ ト 810の
近 位 部 分 812と 整 列 し 、 そ れ に よ っ て 挿 入 具 800を 縫 合 糸 340aに 干 渉 す る こ と な く 骨 組 織 40
0の 第 2部 位 910か ら 取 り 除 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 9fに 示 す よ う に 、 挿 入 具 800が 骨 組 織 400の 第 2部 位 910か ら 取 り 除 か れ る と 、 第 2ア ン
カ 100bが 縫 合 糸 340aの 第 2端 340a2の 近 位 部 分 915を 強 く 引 く こ と に よ っ て 、 上 述 の 様 々 な
実 施 形 態 と 同 様 に 、 図 9gに 示 す よ う に 最 終 ロ ッ ク 位 置 に 係 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 最 後 に 、 第 2縫 合 ア ン カ 100bが 最 終 ロ ッ ク 位 置 に 係 着 さ れ た 後 に 、 ユ ー ザ 、 例 え ば 外 科
医 405は 、 図 9cに 示 す よ う に 、 縫 合 糸 340aの 第 1お よ び 第 2端 340a1,340a2を 結 び 合 わ せ て 、
固 定 手 順 を 終 了 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 述 の 操 作 手 順 は 、 2つ の 縫 合 ア ン カ 100a,100bの 挿 入 手 順 の 説 明 で あ る が 、 こ の 手 順 は
所 望 の 回 数 だ け 反 復 し て 追 加 の ア ン カ 、 例 え ば 4つ の ア ン カ を 挿 入 す る こ と が で き る こ と
を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 を そ の 特 定 の 実 施 形 態 に 関 し て 説 明 し た が 、 当 業 者 に は 他 に も 多 く の 変 形
、 変 更 お よ び 他 の 使 用 方 法 が 明 ら か と な ろ う 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 本 明 細 書 の 特 定 の 開
示 に 限 定 さ れ る べ き で は な く 、 請 求 範 囲 に よ っ て の み 限 定 さ れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 第 1の 例 示 的 縫 合 ア ン カ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 1に 示 す 例 示 的 縫 合 ア ン カ の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ａ 】 本 発 明 に よ る 例 示 的 縫 合 ア ン カ を 挿 入 具 に 連 結 す る た め の 操 作 手 順 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ３ ｂ 】 本 発 明 に よ る 例 示 的 縫 合 ア ン カ を 挿 入 具 に 連 結 す る た め の 操 作 手 順 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ４ ａ 】 本 発 明 に よ る 例 示 的 縫 合 ア ン カ を 骨 組 織 内 に 挿 入 す る た め の 操 作 手 順 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ４ ｂ 】 本 発 明 に よ る 例 示 的 縫 合 ア ン カ を 骨 組 織 内 に 挿 入 す る た め の 操 作 手 順 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ４ ｃ 】 本 発 明 に よ る 例 示 的 縫 合 ア ン カ を 骨 組 織 内 に 挿 入 す る た め の 操 作 手 順 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ４ ｄ 】 本 発 明 に よ る 例 示 的 縫 合 ア ン カ を 骨 組 織 内 に 挿 入 す る た め の 操 作 手 順 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ４ ｅ 】 本 発 明 に よ る 例 示 的 縫 合 ア ン カ を 骨 組 織 内 に 挿 入 す る た め の 操 作 手 順 を 示 す 図
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で あ る 。
【 図 ５ 】 骨 組 織 内 に 挿 入 さ れ 、 挿 入 具 を 取 り 除 い た 後 の 例 示 的 縫 合 ア ン カ を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 最 終 ロ ッ ク 位 置 に 係 着 さ れ た 図 5の 例 示 的 縫 合 ア ン カ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ ａ 】 本 発 明 に よ る 別 の 例 示 的 縫 合 ア ン カ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ ｂ 】 本 発 明 に よ る 別 の 例 示 的 縫 合 ア ン カ の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る 例 示 的 挿 入 具 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ ａ 】 複 数 の 縫 合 ア ン カ を 骨 組 織 内 に 図 8の 挿 入 具 を 使 用 し て 挿 入 す る 操 作 手 順 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ９ ｂ 】 複 数 の 縫 合 ア ン カ を 骨 組 織 内 に 図 8の 挿 入 具 を 使 用 し て 挿 入 す る 操 作 手 順 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ９ ｃ 】 複 数 の 縫 合 ア ン カ を 骨 組 織 内 に 図 8の 挿 入 具 を 使 用 し て 挿 入 す る 操 作 手 順 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ９ ｄ 】 複 数 の 縫 合 ア ン カ を 骨 組 織 内 に 図 8の 挿 入 具 を 使 用 し て 挿 入 す る 操 作 手 順 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ９ ｅ 】 複 数 の 縫 合 ア ン カ を 骨 組 織 内 に 図 8の 挿 入 具 を 使 用 し て 挿 入 す る 操 作 手 順 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ９ ｆ 】 複 数 の 縫 合 ア ン カ を 骨 組 織 内 に 図 8の 挿 入 具 を 使 用 し て 挿 入 す る 操 作 手 順 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ９ ｇ 】 複 数 の 縫 合 ア ン カ を 骨 組 織 内 に 図 8の 挿 入 具 を 使 用 し て 挿 入 す る 操 作 手 順 を 示
す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 100　 ト グ ル ア ン カ
　 105　 軸
　 110　 ア イ レ ッ ト 孔
　 115　 ウ イ ン グ
　 120　 遠 位 端 部
　 122　 近 位 端 部
　 125　 安 定 化 リ ブ
　 130　 縫 合 溝
　 205　 係 合 面
　 305　 挿 入 具
　 310　 イ ン タ ー フ ェ ー ス 面
　 315　 遠 位 受 容 端
　 320　 近 位 把 持 部
　 325　 ス ロ ッ ト
　 330　 縫 合 ガ イ ド
　 335　 長 手 軸 線
　 340a,340b　 縫 合 糸
　 400　 骨 組 織
　 410　 皮 質 層
　 420　 半 径 方 向 ス ロ ッ ト
　 700　 ト グ ル ア ン カ
　 715　 ウ イ ン グ
　 800　 挿 入 具
　 810　 S字 形 ス ロ ッ ト
　 812　 遠 位 端 部 分
　 814　 近 位 部 分
　 815　 イ ン タ ー フ ェ ー ス 面
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